外国人の子どもが置かれた教育の現状
　　　・入管法改正　→　移民　→　　多文化社会

この多文化社会の中で、どうやって出身国文化やコミュニティーを尊重しつつ教育していくという問題がある。

　　しかし
許可制の入学　→　不就学を生む結果に

（きちんと教育できてない！！管理できてない！！）

だから
実態調査を実施（実態調査の詳しい内容は、日系ブラジル人の半数が公立学校に通っててーいじめをうけたりしててーという風に、みんな分かりきってることなんで割愛）
前期調査　　　　　　　　　　　後期調査

不就学4.2％　　　　　　　　　不就学7.2％

　就学　68.6％　　　　　　　　　就学　65.4％

　　
　結果
不就学の特徴：

· 日系ブラジル人に多い

· 前期後期で増加率がすごい

· 経済的な理由・言語的な理由が多い

日本の公教育は、戦後の民族教育の対応以来、十分な対応をしていない。　
→対応を見直すべき
じゃあその対応として学習支援をするときの課題
· 日本語教育の加配教員が足りない

（外国人生徒の支援は加配教員のみに任されている）

· 学習言語習得の問題

（現場では、日本語能力を生活言語だけで判断しがち）

＝帰国するにせよ、日本ですむにせよ、学習保障は大切。

　→そのために外国人の子どもの学習能力・日本語能力が測れる体制を導入するべき

